
記録型標識によるクロマグロ幼魚の回遊と海洋構造との関係 
[要約]放流後 3年半を経過して三陸沖で再捕されたクロマグロ 2個体の記録型標識のデータ
を解析し、北太平洋においては黒潮続流、黒潮分派、親潮前線等の海洋構造と密接な関係を

持ちつつ季節的な回遊を行っていることが示された。 
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[背景・ねらい] 
記録型標識の利用により、再捕個体の日別の位置が推定できる技術が開発され、クロマ

グロの標識放流調査にも応用されている。長期間のデータを記録した標識が回収されたの

で、海洋気象衛星による海表面水温、海面高度などの大洋規模でのデータと重ね合わせる

ことにより、本種の分布・移動を規制する海洋構造を考察した。 
 
[成果の内容・特徴] 
・1995年 12月に放流した標識装着魚 58個体のうち、3個体が 1999年 6～7月に放流後約

3年半を経過して三陸沖で再捕された。ほぼ完全なデータが記録されていた 2個体につい
て、3年半にわたる分布移動が明らかとなった。 
・3年半にわたってクロマグロの移動経路を解析した本研究の成果は世界初の事例である。 
・2個体は放流後半年から１年間は東シナ海に分布し、その後 1個体は日本海を北上し、津
軽海峡を抜けて太平洋に移動した（図 1）。他の 1個体は本州南岸沿いに太平洋に移動し
た。その後再捕されるまで、両者とも北太平洋西部海域を夏季には 160°E以西の三陸・
道東沖に分布し、冬季には 160°E以東の沖合域に分布した。 
・位置情報と衛星データから把握した海洋構造と対比したところ、北太平洋では春季に黒

潮続流域を西進、夏季に三陸沖を黒潮分派に沿って北上、秋季に親潮前線に沿って東進

（図 2）、冬季に日付変更線付近の黒潮続流域に向かって南下、という海洋構造に応じた
時計回りの回遊パターンが認められた。 

 
[成果の活用面・留意点] 
 記録型標識の照度センサーから推測される位置の精度は、海洋気象衛星データの位置精

度に比べると著しく悪いので、標識内の表面水温、中層水温などの情報も加えて位置を補

正する必要がある。 



〔具体的データ〕 
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S S T図２．1998 年春から秋におけるクロマグロ（Tag #199）の移動（ｘ）と表面水温分布図 
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〔その他〕 
研究課題名：新技術を用いたクロマグロ・カツオの回遊行動と環境要因の解明 
予算区分 ：経常、漁業調査 
研究期間 ：平成 11年度（平成 10～14年度） 
研究担当者：山田陽巳、稲掛伝三、瀬川恭平 
発表論文等：Migration of northern bluefin tuna in the western north Pacific and its 
            relation with oceanographic conditions. Sixth NRIFSF/IATTC WS on 
            NBT、７ｐ、1999. 
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図1.記録型標識から推定されたクロマグロ（Tag #199）の分布移動




